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theStandPointofPulp-Wood.

紺 し｣

屋久島は琉球列島の東北端に位置 し,ほぼ円形,周囲約 100KM の島である｡ 島内は九州の最

高峰 (1953M)を中核 として山高連 り,温暖多湿で左目野間量は梅岸で約 3000mm,山高で8000mm,

平均気温は泡岸で約 20つC,年中 の差は少い ｡ 島内大部分は国有林で全島の 80% 約 40440haであ

る｡ 浜岡氏1)によればその構成樹種の-･股 的 なものの中で広葉樹は,フカカシ,ウラジロカシ,イ

クジィ,クブ,ヤマダルマ, ヒメシャラ,/＼リギ リ,ユズ リ-,カクレミノ,サクラ,カエデ,守

マ-ゼ,ヤマガキ,エゴノキ,タラノキ,ヤブニッケイ,サザ/カ,ノ＼イノキ,イスノキ,サカキ,

シキ ミ, ヒサカキ,クロバイ,サクラツツチご,ソバキ,マテバジィ,モツコク,ヤマビワ,アオノ＼

メ,ヤマグワ, リヨウブ,アブラギ リ,クロキ,モチノキと言われている｡ 浜岡氏は高度により同

島を A,B,C,3地帯に分っている｡ A 地帯天然生林 (無スギ帯)は侮抜 50-400M の地帯に成

立 し常緑広葉偶の混生である｡ その上段木は カシ,シィ,タブ, fスノキ,を士とし下段木は主とし

て,サカキ,シキ ミ,ソバキ,サクラツツヂ,ヤブニッケイより成るo B地帯天然生林 (準スボ

帯)は前地帯の上部即ち 400-700M の地帯にあ り,その主体は常緑広葉樹で, その構成樹種はイ

クジ (,タブが漸 く減 じこれに代って落葉性の- .)ギ リ,カエデ,或は稀にはヤマダルマ等が点;<

と現われる｡ C地帯天然生林 (スギ帯)は前地帯の上部即ち 700-1600M の地帯に於て針広混交

により成立 し,前地帯に比較すればシィ, タブは極めて少くな り, それに代ってヤマダルマが旺

盛に現われると報告されているC,

次に屋久島固有林の広朝潮凋樫別蓄積について昭和 9/lL自明巨本営林局統計書によれば, 昭和 8.

4.1現在広葉樹総蓄積 7457400m'ミ,その中,カシ872491m3,クブ,388747m:;,イスノキ1386935m:i,

シデ 31135m:i,シイ 701125m与̀,サクラ 183913m:～,クス 695m:;,その他 3892359m';となってい

る｡ これによれば,カシ及びシ イの合計が最 も多 く次にイスノキか多くそれ より下ってタブの順で

Jl-,);:JOそ,/I:)他U_)偶種はまとま-I)て いないと見し三,れ {:)0

今 回研究に用いた屋久島産広葉樹比況の 20種でも′こ,C.知IT;チ,/1:リバ リノキ,ツヅヂ,7,+千
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ず, ミヤコ)jラ,タイミンクチバナ,クブ,ヤマガキ,7カメガシワ,シラカシ, イタジィ,アカ

ガシ,フカノキ,サカキ,ツバキ,ノ＼イノキ,モツコク,イスノキ,ヒメシャラ,ヤマクヾルマ｡ こ

れらの幹材は 1953年 12月,上屋久及下屋久営林署ならびに国策パルプ工業株式会社の御好意に

より新鮮材を寄贈されたものである｡

パルプ用材として,ブナ及びカバを始めとする我国中部 より北部の広葉偶が広 く利用されている

のにかかわらず,中南部の暖帯広葉樹の利)親王比較的少いのではないかと思われるL,,然しながら);

ルプ原木としてこのれらの基礎的研究ほ決 して少 くない｡従来の研究の中 から三拝に今回の研究に用
いた上記の規程に関係 したものだけを略記すると次の如きものがある｡

木材成分分析について辻氏-2)は甥に昭和 3'車に,シラカシ,ソバキ,モツコク,シィ, イスノキ

等の結果を報告している｡酉閏,雄松氏3)は,カゴノキ,タブ, イブジィ,フカノキ,イスノキ,

アカメガンワの繊維長及び巾につき報告した｡酉閏氏l)は,アカカシ,シラカシ,イクジイの分析

結果を報告 した.酉田,頚柊氏勺こよれば日本産広葉樹で長繊維のものは,イスノキ,シデ,イ イ

ギ I),ユ ズリ-,カップ, トリモチ等 と述べた｡西田氏バ)芋は,ヤマグ,i,マの蓄積は九州に多 ぐこ,

808882m:', カ:fノキほ少く 103104m'i, タブは九州南部に多 くこ3396221m3,イスノキは 454639

9m‥～, サJL,ク, ヒメシャラぼ大阪営林局管内 386291m3 にであると述べている｡野仲氏L;)は台漕

産のヤマダルマ,タブ,アカメガシワ,モツコク,フカノキの繊維長を測定した｡西田,渡部氏7)

は,タブ,イスノキ,カエデの漸 1L,ie酸蒸解は容易であると報告 したO酉閏,小野,花F-g氏s)は, イ

チイガン,アカメガンワ,フカノキの亜硫酸パルプにつき報告 している｡ 酉閏,渡部,秦氏!')は,

イスノキは我宙南部地方でまとまった材積が得られる琵要樹種であると指摘 している.而 してこの

樹の繊維長が極めて長いと述べている｡酉同氏川)は,タブ,カゴノキ,イスノキ,フカノキ,ツバ

キの木材成分につき報告 し, 更に, カゴノキの亜硫酸蒸僻が少しく困井であるとした｡ 四円, 滞

衣,渡部氏11)は,アカメガシワ, イクジィ,ヤマダルマ,ならびにそれらの混合のクラフト蒸解及

び中 性酎 f'桶安ソーダ-i,ミケミカルパルプの研究を行った｡野令,庄司12)氏は台湾産のヤマダルマの

亜硫酸蒸解につき結果不良 と報告 しているが,別の報告では野仲 ,河山氏1:SJは,フカノキ,タイワ

ンヒメソバキ,ウラジロアカメガンワ,アカ-ダクス,ヤマダルマ等の Mgサルファイ ト蒸解の結

果が良好 と言っている｡なおこれらの外にも類似の研究が少 くない と思われる｡ 以上の従来の研究

は主 として木材分析,木材組織,ならびに蒸解に南接関係せる事項が多いが,紙の強度とこれらの

暖帯広葉樹 との関係を詳しく述べたものが比較的少いのではないかと思われるC

なお今回の研究に用いた樹種の中で従来パルプ原木的研究があまり見掛けられないものは,ツツ
チ,アオモヂ, ミヤコダラ,クイミンタチバナ,ヤマガキ,アカガシ,-イノキ,サカキ, ヒメシ

ャラ,モツコク等である｡ 本報ではこれらの偶種を加えて 20種の材のパルプ原木としての基本的

性質を調べ,次いで実験宝的クラII/ト蒸解試験ならびに紙力試験を行い,主として紙の強度とこれ

らの材の組織学的弔三徴 との関係について研究した｡
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1. 供試材の比貢及びその他

供試材は全て新鮮な健全材であった｡これらについて測定した気乾比貢その他は第 1表の通 りで

ある｡ 著 しく硬 く,牛封こ乾燥 した時の勢断ならびに割裂の低抗大と考えられるものは,ツツヂ,ア

カメガシワ,シラカシ,フカカシ,ソバキ, イスノキ, ヒメシャラ等であった｡

Table1.CharacterisicsofWoodsusedil一thisReport.

SpeciesofWoods

1･Kaede(belollgingtothegelluSAcer)

2･Baribarinoki(Actinodaplme longifolia
Nakai)
3･Tsutsuji(belollgillgtOthegenus
Rhododendron)

4.Aomoji(LinderacjtraKoidz.;)

5･Miyakodara(Kalopanaxautumllalis
Koid2:.)
6･T aimintachiLjana (Rapaneaneri;fol･ia
Mez.う
7･Tabu (MachilusThunbergiiSieb.et
Zucc.)

8･Yamagaki(DiospyrosKak●Thumb.)

9･Akamegash主wa(Mallotusjapon.;.cus
Muell.Arg.)

10･Shirakashi(Quercusmursillaefolia
Blume)

11･Jtaji(ShiiaSieboldiMakino)

12･Akagashi(QuerctlSaCutaThtlllb.)

13･Fukanoki(AgalmalutchuellSeNakai)

14･Sakaki(SakakiaochnaceaNakai)

15･Tsubaki(CamelliajapollicaL)

16･Hainoki(BobuamyrtaceaMiersSieb.
etZucc.)

17･Mokkoku(TerllStrOemiajaponica
Thunb.)

18.1sunoki(Distylium racemOSuln Sieb.
etZucc.)

19･Himeshara(Stewartiamolladelpha
Sieb.etZucc.)

20.Yamaguruma(Trochodelldroll
aralioidesSieb.etZucc.)

ZF-'sityy IEfialTgeter G unTablerriOnfgs
g/C血～ 】 cm : (approx･)_

20 i 2

60 2 5

0.62 1 12 1 7

0.51 【 8

0 .47

0.64

0.57

0.46

1.06

6

7

9

7

9

7

8

4

6

7

0

0

0

0

0

0.58

0.67

0.91

0.86

0.68

9

ト1

13

16

25

29

20

16 23

17 1 50

7

6

4

2

5

1

1

1

｢-J
｢-
一 e

19

-0

15

1-｡
触

-

10 1 60

3

5

2

2

2

4

3

3

2

Jq1
1

5

4

2

nU

1

2. 繊稚長繊維巾及び繊稚細胞の膜厚

広葉樹が製紙-パ ル ー/用として針葉樹に劣るとされる所は繊維の長さが短い点であるから各樹種の

繊維細胞の長 さは最=尋･:要なる特徴 となると考えられるで,単に繊維長の範囲を知 るだけでな く,級

維長分布曲 緑 を作ることLた｡ そのために普通のタラノト法で蒸解 した未猶ノミルIL/に つ い て,

′rA'ppISUGGhtSTED Mb:'1'HUDIJ)に類似 した方法により測定 したO

合成偶指製 コ ッ7｢を金鋸を用いて輸切 ':日/こし,径 5cm 好さ 5m711の環を作 り.これを 6cm 角
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Table2.DimelllSionoftheFiberCeilsoftheWoods

Lengthof FiderC ells
KindofWoods

1.Kaede
2.BaribaTillOki
3.Tsutsuji
4.Aom()ji
51Miyakodara
6.Taimintachiballa
7,Tabu
8･Yamagaki
g.Akamegashiw a

10.Shirakashi
ll.Itaji
12･Akagashi
13,FukallOki
14.Sakaki

15.Tsubaki

16.Hainoki

17.Mokkoku

18.IsullOki

19.Himesllara

20.Yamaguruma

max .

Illnl

0.375 1 1.175

0.264 【 0.375

*,-FYamabayshi,N.,Identificationof°oreanWoods,1938･

*MokuzaiKogyoBenran,1951.

Width iThickness
≡ofCellW all

mm >く103

13-20

14-20

10-15

15

1()-25

13-25

1.375 ! 2e-25

1･575 ∃ 16-20
1.475 … 12--35

1.375 ; 14-16

1

1.575 i 14-16

1.775 ∃ 20--30

2.175 】 15p30

2.0752.075 10-23

15

12--16

18-20

2C-50

mmX10?,

2-4

3-4

2--4

42-4

3

3---4*

3 *

2-5**

3-4*3-4*

3--4*

4

1.5-7**

1.5-8**

4

2--8**

4-6

3-4

3--8*

Fig.1 Fiber上el-gthDistributionCurves Fig･2 FiberLel一gthDistributionCurves

04 08 72
.どm777

/.2 /i/ /.60.4 0,8

のガラス板 (写翼乾板の膜を刺 したもの)に接着剤で接着 し,環の内面に沿って水面が上昇 しない

ように環の内面に防水剤を塗布 Lてお くO これに適当に うすめたノミルブ水を盛 り,垂寓投影器のス

テーデに置 き, 10-20倍に白紙 上に投影 さ/i/lた徴維像の上を鉛筆 で描 き,後にその長 さを測定し
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た｡約 0.2mm 以下の機中細胞は測定から除外し,300--400本を測定して平均繊維長及びその標

準偏差を計算した｡

繊維長 と鼎 二蛾紬 巨及び膜厚も紺の困 ,真に関係する-草瀕 な特徴であるが,その測定ならびに統計

は前の様に簡単でないから,後にあらためて行 うこととして,今鞘 ま同一頗†種に関する従来の報告

の数字の引J=T;=ノ,それの見当らなかったものについては,試材横 断面の断 撒鏡写頁より粗なる測定

をした｡

3. 木材の主要成分の分析

こ/iu)の材を--一般の方法に準じて分析 した結果を第3未にまとN)る｡ これらの樹種のr恒二は,カ

シ属,アカメガシフ,ヒメシャラの如 く心材の色調 が興るものもあったか-服 に辺材 との差は楳少

と思われるので全村の粉末を試料 とした｡ リグニンは 7296'HヮS0.1法により,ペン トリごンはフロ

ログルシン法-1)によるoa--L,ルロ-ズは,W ISE川)の方法に従って,脱帽木粉を酪酸酸性でNaOCl･I

で処理 して chloriteholocelluloseとし,次で 17.5.OiNaOHで処理 してパ7t,イの O-セルロース

定量 と同じ様にしたものである｡

Table3.ChemicalComposition ofWoods (TwentyHardwood SpeciesGrown
illYakushima-1slalld,Kagoshimakell,Japall)

HotWat e r
Extractive tig王lill

%
KilldofWoods

1.Kaede

2.BaribarillOki

3.Tsutuji

4.Aomoji

5･Miyakodal'a

6.TailnilltaChiballa

7.Tabu

8.Yamagaki

9.Akamegashiwa

10.Shirakaslli

ll.Itaji

12.Akagashi

13.FukallOki

14.Sakaki

15.Tsubaki

16.HaillOki

17.M()kkoku

18.Isunoki

19.llim eShara

20.Yamaguruma

_I-一 二~: :_--

4.38 : 2.13

6.46 ∃ 1.58

3.46 】 3.05

4.86

4.58

7.16

6.78

1.ll

4.82

2.47

2.93

｣ _ _:_--_
4.18

4.68

1.24

5.90

29.1

16.8

17.4

26.0

20.4

21.6

22.9 t 21.6

17.4

20.4

18.9

21.3

26.2

20.9

20.1

3.22 28.9

-1 -- -

21.8

19.3

23.6

21.6

21.8

18.6

18.8

18.8

21.1 El 22.7

1

0

5

6

5

8

0

2

1

3

3

nU
2

6

1

0

7

1

2

8

0

6

6

1⊥

2

9

5

3

3

9

8

8

RU
3

6

9

0

9

2

6

5

.4

.4

5

5

4

.4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

4

･てl)バ リノ干,ツヅヂ,及びモツコクは リグニンが多いO これに反 して,フ′オモデ, ミヤコグラ,
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アカカシ,シテカシ等は少い ｡ ヒメシャラ, モツコク,-イノキ,ソバ干,クイミンクチ′け 等は

ベン トi]ごンが 少いo a-1･セJL,ロー-ズが少い と思れるものは, バりバりノ千,ツツデ,タブ,IT,マガ

辛,アカメガシワ, り~カキ,ツ/ヾキ等である｡ 概して抽出物 の多い材が多いが,カエデ,フカノキ,

-イノキ等は少い｡ イスノキほ徒来パ ルゾ用材 として憧れた性質を有することは西田氏等により京

されているが, ヒメIt/ヤラほ更にそれ よl)も化学成分の点で憧れていると見られる｡ イスノキの材

色淡紅であるのに比べて, ヒメシャラは純 白に近い,J ヒメJ,ヤラの,Ll,財部に輸鄭不規則の淡紫鴇色

を帯びた部分があるが,この部分だけを クラフ巨衆解 しても辺材からのパル /と茅異が言開 )られな

い｡

4. ク ラフ ト法 に よる蒸 解試 験

チッゾほ/:ルブ収率を正確に,FHL易いために,数 日間風乾 したものを用い,絶乾 280gに相当す

る貴を 1｢瑚こ蒸解 したO収量を求める必要のない場合には 600-700gを蒸解 した｡液量は絶乾木材

の4倍を用いた｡ 全 Na･10は絶乾材に対して 20Oi, Na･2S(Na亡0)/全N耳･10-25%ノ とした｡

蒸解液の分析法は,フォ′レて リ:/を加 えて規定酸で滴定 した値を NaOH+NaeSとし,フォ7L,マ ))

こンを加 えない滴定値を NaOH+1/2Na｡SとしたOチ L:,プを内容41の蒸解健に入れ,蒸解液を入れ,

空気を抜き,加熱を始め,lhr,に して 165oC.に到着,以後その濁 度に 1hr･保ちたる後急冷 して

内 容を出した,J この蒸僻条件はあらゆる樹種に同一 としたが,た とえばカl'/属などには短すぎると

思われ末蒸解分が多過ぎたO然 し同じく硬材でも, ヒメシ＼ノラ,イスノキ,等は充分であったo 場

合によっては紙力を発揮 させるためには蒸解時間か長過ぎると思われた｡筏の機会に興味ある樹種

について,最適蒸聯条件の研究を行 うつもりである｡ ノミルノゾは水洗後,竿験妻紬~Jフラッ トスクり-

ンを通 し,通過パ ル一月こついて KMnO.I---一価を測った｡その結果は第 4表の通 りである｡以上の

条件で,スクリ-ン和多くパルプの色の悪い偶程は,ツツデ,Jl'マガキ,アカメガシフ, シラカシ,

が師署で,次いで,イクジィ,フカカシ,ソバキ,バ l)バ リノキ等である｡

カエデは材質軟で柚出物の貴 も少 く容易に速に蒸解 されパルプは高収率で極めて淡色である｡

バ リバ 1)ノキは材色黄で,原木の リグ-:/含葦が著 しく多いことに関連 して蒸僻度は低 く精未蒸

僻分が多い｡

ツツヂは材甚繁簡で原木の柚,tlJl物ならびに l)//-ン含量の高いのに対宜こして末蒸解分多 く全収率

も低かった｡パル-パ£光沢な く著 しい赤禍色を帯びている｡)これは後述する如 く多葦の微小柔細胞

を含むことにも関連 しているO

-ノーオモヂは生長の速い柔い無色の材で.77L,=1ホルーペンゼン柚出物は多いが, リグニンぼ箸し

く少 く,従って蒸解は極めて容易で,ノミルー/rn収率著しく高 く極めて淡色の米酒):ノレプを得られるL･,

i-守コダラほ無Ellの柔い材七･, リグニン著 しく少 く,匪つで蒸解は速で,高収率に淡色の/こルー′

を得 られるこ)
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タイ ミンクチパパ′よ無色の材で蒸僻容易で高収率であ ::I)0

タブは柳 拍 聞 物が多いた捌‡木の 〝--I-i,,い-,一八'ほ少く,蒸解容易であるがノミ′し11収率は精供

い｡未晒 ノてルイのア′レコホ′レ-ベンゼン紬冊加工多いと思われ,--･rylJでは 1.5'yoノもあったO

守マガキは材色溌黄で硬い｡ 原本に細枠.物が多いことに関連 して,末蒸解分が多く,ノ:ルパ£普

しく色が悪かった｡

アカメガシワは蒸解不均一一･で多量の未蒸解分を生 じた｡

イクジイは末蒸解分が精多 く,/:ルイの色も良 くない｡

シラカシも同様で更に程度が大きい｡

アカカシはシラカシと同じく極めて硬い材であるが,来賓僻分は比較的少く,/:JL,ゾも溌Lliであ

った｡

フカノキの材は無色で著 しく軟 く,従って蒸解は極めて容易に行われ淡色のパルプを高収率に得

られる｡

サカキは淡紅色で材質比較的硬いが,蒸僻は著 しく容易である｡)原本の a一一セ ル｡-ズ含葦 の 低

いのに対 応 してバルブ収率は低い｡

ソバキは甚だ級密なる堅硬材である｡ やは り原木の am セルローズ含葦低いのに対応してノミJL,ブ

Table4. ResultsoftheKraftPulping

Killdofwo()ds

1.Kaede

2.Baribarinoki

3.Tsutsuji

4.AomoJ1

5･Miyakodara

Yieldof
Unbleac hedPu】p

T0,,,tl,al iscr琵ned
≡:二7. i……:;

6.Taimintachibana 1 50.0

7.Tabu

8.Yamagaki

9.Akamegashiwa

10.Shirakashi

ll･Itaji

12.Akagashi

13.Fukanoki

14.Sakaki

15.Tsubaki

16,HaillOki

17.Mokkoku

18.JstlnOki

19lHimeshal-a (Sap)

〝 Lhea一-t)

20.Yamagurulna

47.7

40.5
53.0
56.5
50.0

47.7

≡.'42 i 芸:≡
51.7

48.5

47.5

50.0

45.7

47.2

48.7

43.5

49.5

50.7

49. 7

50.7

47.5
48.0
46.5

50.0

45.7

46.5

48.6

42.5

49.3

50.7

49.0

49.5

Pem anganate
Number

L
8

7

2

0

1

2

8

7

6

5

6

2

1

0

2

5

0

3

4

･V-
3c

l
【
m
寺

16
.
18
.
5
.
7
.
9
.
8
.
ll
.
12
.
ほ

ほ

9
.
9
.
9
.
10
.
8
.
14
12
.
8
.
30'
1

1Relative
iviscosityof
.0.4% Cupramm.
Solution

5

2

5

｢J
RU
3

7

t-
7

7

7

9

4

1

3

5
9

5

1.
火U

ワ】

9

6

7

5

･C

5

7

4

9
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収率は低い ｡

- イノキほ無色の硬 くない材で蒸解は従って容易である｡

モツコクは材色著 しく紅色を帯び,原木の紬,r:現勿蚤多 く, リグニンも多いのでセルロ ーズ は 少

い ｡パルプ収率著 しく低い ｡

イスノキほ極めて硬い淡紅色の材であるにもかかわらず蒸解は容易でパルプ収∴率高 く軍要な柑種

であることは明である〇

ヒメシーアラはイスノキと同様に極めて硬い材であるが,蒸解は容易で/:ルゾ収率も高い｡ イスノ

キに劣らぬ俊秀なパルプノ剛倉本としての性質を具えている｡

ヤマダルマは材質あまり堅硬でなく極めて容易に蒸解 され, ノ ミル ゾ収率も高い C,バルブはあたか

も針葉樹パ/レゾの如 き感がある｡針 葉偶と類似の長い仮導管より構成されているためである｡

5. 紙としてC7)強度試験

前述の未晒クラフ トパルプをボ←ル ミルで叩解 し,祈力試験用紙業を抄き,強度試験を行った紺

兼を第 5表にまとめた｡強度は蒸解度によって大に影響される筈ある｡ 今回の試験では全て同じ条

Table5. ResultsofthePaperTesting

KilldofWoods

1.Kaede

2･Baribarinoki 【 480

34:.:;A:iS:茎o茎 acrhaibanaH ZooS

7.Tabu

8.Yamagaki

9.Akamegashiwa

10.Shirakashi

ll.Itaji

12.Akagaslli

13.Fukanoki

14.Sakaki

15.Tsubaki

16.Hainoki

17.Mokkoku

18.Isu110ki

19.Himeshara

20.Yamaguruma

Himeshat･a

//

′/

550

480

430

550

520

520

550

430

400

420

370

550

520

510

Tearing
Strength

%

80.4 96.0

66.5 93.0

78.2 70.0

1

77.8

115

72.0 101

63.5 121

76.0 [ 112

73.6 】 139

78.9 . 125

71.4 169

68･3 . 186

76.8 151

1

6

0

7

1

0

7

2

リム
｢-

Breaking
Length

km

5

4

6

5

0

0

1

1

5

.4

1

2

6

5

1

3

5

0

0

1

4

5

1

9

4

7

2

3

8

1

4

1

8

3

6

3

8

7

0J
7

5

6

5

4

5

5

5

6

5

4

6

5

5

6

.4

6

4

4

4

6

1▲
5

5

2

0

5

3

7

6

Strength
警Prst無 住 岩huulIlaBn｡｡

Folding

(Schopper)
7,I) 1 fo1ds1

5.60 . 243■

4.16 111

1

4.60 . 235

5.28

5.40

5.60

5.80

5.50

4.62

6.85

5.00

211

447

110

361

298

weak

290

131

6.55 ; 350

5.90 ! 394

5.40

6.32

4.70

4.50

4.90

weak

296

109

209

210

8.50 ･ 561
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件で蒸解 したO然 るに樹種に よって蒸解の難 易が異なるので('#られたパルプの蒸解度は-一様 で な

い｡従ってこの結果から直ちに樹軽の問の酢 夏の差異を断言することは困難 であるが大体の傾向は

見られ ると思 う｡偶硬 との関係については後段で考察する｡

6, 微小細胞の含有量

職級の細胞な らびにその他の非繊維状の柔細胞は長 さ0.1111m 内外のものが多 く肉眼的には徴粉

末状である｡ 針葉樹に比べると木材中に含まれている量か多い｡大約 5-20%或はそれ以上含まれ

る場 合もあると考えられ る.｡ これは形休が小さいため流失 して歩留を低下する原因 とな り,た とえ

紙屑の･恒こ用促されても粉末であるから紙 の酢 由二両接貢献す る所があるとは考えられない｡ 聴堰

充的 な影響を有するか も知れな い｡その他の良い作用 もあるかも-I):ffれないれ 一･丘∴この様な撲小細胞

の含有率の'i;い樹種が望 ましい と考えられ ,7Jc,これの測定のために,クラフ ト蒸解 して得たパルプ

を,微小細胞を流失 しないよ うに布を敷いた ヌツチエの上で洗源 したる後, 150mesh 標準筋を張

った洗礁装置により機中細胞を愉い廿!lL,出て来た撒小細胞を集め,アルコホルで細田後乾燥性畳

して未晒パルプ全景 に対する含有率を出したo洗准操作,時間等を--定にすることにより比頼 僻 事.

硯的に行 うことができるから,闇樫の間の機中細胞含量を比較することは可能であると思 う｡

上の方法によって測定 した/:ルナ中の撒小細胞含量を第6弓如こ-'=i;す｡ カェデ,アオモヂ, ミヤコ

ダラ,バ リバ リノキはその含量が著 しく少 く,これに反 して,ツツデ,モツコク,- イノキ,ヤマ

ダルマ,アカメガシワ等は多 く,他は事~伸L/:であるO なおこれ らの微小細胞に関 しては別の報告に述
ベてある｡

Table6.ColltelltSOfthe Sma一lCells

(RayalldParellChyma)il一the

UllbleachedPtllps.

KindofWoods

1. Kaede

2. BaribarillOki

3. Tsutsuji

4. Aomoji

5. Miyakodara
6. TaimilltaChiban1-I

7. Tabu

8. Yamagaki

9. AkamegashiWa

12. Akagashi

13. Fukanoki

14. Sakaki

15. Tsubaki

16. HaillOki

17. Mokkoku

18. rsunoki

19. 11imeshal･a

20. YamaLluruma

4.3

6.3

20.0

6.9

6.5

9.0

13.7

12.8

14.6

ll.5

12.5

14.8

12.5

16.8

17.8

ll.8

9.2

1(i.4

---IL7-Ill

7 紙の強度に関する考察

1. 織経の形状 と強度 との関係｡第 4表に

於ける闇硬は上から下-平均繊維長の順に

排列 してある｡ 敢短はカェデの 0.7mm よ

り敢長は ヒメシャラの 1.83mm 或はIIL-Jマ

ダルマの 2.65mm に達する応梅園にわた

っている｡ 繊維長 (L) と強壁との関係に

ついて,引張 り強1-夏は L7/-'に,破裂強度

は L把,引裂 り強度は L:～/空に関係すると言

われているが, 17)今回の強度測定の結果か

らは引裂酢 宴との関係だけがほぼ明瞭であ

るが,他は明らかでない｡封祭にそれ らは

繊維長に著 しい関係はないもの と思 わ れ

∫:⊃o

ヤマダルマが比軌 的容易に,引航及び破
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裂強度 が強 く川るのは,この材が仮導管より成っ こいるため,針葉柏と同様に叩解が行われ鋸 ′､た

めとも思われるが,やは り圧倒的に長い繊維長の好影響であると考えられる｡ 供試守マダルマの繊

維｢恒ま他の広葉樹と大差なかった｡ ヒメシャラ等の長繊維のものは,本比較試験系列 とは別に蒸解

し,試験用ビーターで叩解 して試験 した結果では更に強い酢 夏が 出ていることより見て,繊維長の

長い樹種は蒸解度を適当にし,有効な叩解を行 うことにより,本末よりはずっと強い数字を示す こ

とと想像される｡ 引裂以外の強度は叩解に関係する所が大きい｡ 'Jil:)A.繊維の樹程は--服 に繊維車力りヾ

きく薄膜であるので叩解が容馴こ行われる結果,裂断長,破裂度等が比較的強い数字がE十'tるが,良

繊維の木繊維は-＼股に細く厚膜のものが多いので叩解が困難であるので,表示の如 く比彰泊′に れら

の強度が発揮せられていないのであろ う｡ ツツデが著 しく弱いのは,この粗種が著 しく短 繊 維 の

上,更に著 しく細いことによると思われる｡ シラカシ,アカガンも繊維が細いた鋸 こ町解が有効に

行われないと想像され,これに反 し,イクジイほ比較的太 く薄膜である｡ フカノキもこれに葦 して

いる｡ サカキ以下は概 して繊維が長 く,細いから叩解が貫要な因子 とな り,それが有効に行われる

ならば肺度を発揮できると思われる｡､総合的に考えればやは り繊維長が最軍要な要素であると思わ

れる｡

2. 微小細胞の含量 との関係｡

今回の樹種の中でパJt,プの中 に約15%'以上の怜錐摘珊i或は他の微小なる柔細胞を含むものは,ツ

ツヂ,-イノキ,モツコク,アカメガシワ,サカキ,守てダルマであった｡反対に10%以下の樹種

は,カェデ,アオモヂ,バ リバ J'), ミヤコダラ,タイ ミンクチ,け 等であった｡然るに強度測定の

結果には,それが明に柔細胞の影響であると知れるものが殆んど見付らなかった｡その原因として

考えられることは,乗組抱の著 しく少いカェデ,バ 3)バ リノキ,アオモヂ, ミヤコダラ等がいづれ

上の繊維長中 一長に至る樹種は比較 的 乗組抱畳が大きく両も相互に非常に大きな差がない｡従って

柔細胞量の非常に大きい樹種 と少い樹種とを比較するとき,繊維長の影響のためにマスクされてし
まう恐れがある｡ ツツヂ一種だけは短繊維にして同時に多量 (20%′)の微小細胞を含んでいる｡ 事

実著 しく強度が低いと思われる｡ 然るに前に述べた様に,短繊維にかかわらず著 しく繊維が細い影

響であるらしい｡以上の様なことは単なる偶然かどうかはわからない浴,柔細胞の影響を見るには

誠に工合が悪かったので別の方法でこの問題は研究することとした｡

3. 蒸解夏等の影響｡同一11･条件の蒸解であったが,材質の硬軟,紬出物, リグニン含量の大小等

の影響で,KMnO_1-価及び相対粘姐 ま相 当に差を生じたO然 しその業の強度に及ぼす影響はやは

りこの程度の比較試験か らは見出されなかった｡

酌

屋久島産の広葉偶20種につき,比靖,繊酢長 の測Jk,木材 分相を行ったo次にクラフ ト法 により
実験宝的 蒸解試験ならびに紙力試験を行っ た ｡ 更 にパ ルプ 中 に含まれる棲小細胞 (髄線及び他の小

一-148---
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柔細胞)の含量を測定 したO

原本を寄贈 して噴いた畢久島営林署ならびに国策ノエル ゾユー.業株式会社の御厚意に深 く御礼を申上

汁,='ロ

Resume

Yakushima-Islandisasmallisland situatedto thesouthofKagoshimaken,Japan.

Twentyhardwoodspeciesgrowninthisislandwerestudied. Woodcharacteristicssuch

aslengthsofw()()dfiber, thicknessofcellwall, dialneterOffiber, specificgravity,

hardness,thicknessofbark,etc. wereexamined. Thecllemical compositionswel-e

analyzed. Resultsoflaboratorykraft-pulpingsandtesting ofpaperoftheunbleached

pulpsareshown. Contentsofrayandparenchymacellsweredeterminedbyscreening.

Therdation ofpaperstrength anclthefiberdimension andcontentofth.erayand

ParenChy111aCellswasdiscussed.'1'lleimp()rtanCeOfthefiberlengthwasshowll.
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